
2025 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・季節に合わせたイベントの実施（クリスマス会など）や屋外活動（散歩、自然体験）

例）３月４月卒業入学のお祝い会・５月イチゴ摘み・７月七夕会・１０月音楽会（楽器体験）・１２月クリスマス会等々

家族支援

・保護者の要望に応じた面談や電話・連絡帳を通して家庭との連携を図ります。

・家庭での悩みや育児相談に対応しながら関係機関との連携を図ります。 移行支援

・未就学児に対する進路や中学生から高校生への進級を見据えた支援を行

います。

地域支援・地域連携

・広域の行政や他事業所（相談事業所等）との連携を図ります。

職員の質の向上

・外部研修への参加を促し支援に関する知識・スキルの向上を図ります。

・利用者にとって最善の支援ができるよう支援技術を育てます。

・利用者一人一人の個性と特徴を尊重しながら自己判断ができ、自分らしく生きていく力を育てていきます。

・遊びを通じて社会性を育んでいきます。

・保護者・関係機関との連携を大切にし安心できる療育環境を提供します。

・利用者一人一人の個性と特徴を尊重しながら自己判断ができ、自分らしく生きていく力を育てていきます。

・遊びを通じて社会性を育んでいきます。

・保護者・関係機関との連携大切にし安心できる療育環境を提供します。

・達成感を積み重ね、成功体験を増やしながら自立へ向けた力を育てます。

本

人

支

援

・利用者一人一人の個性と特徴を尊重しながら自己判断ができ自分らしく生きてゆく力を育てていきます。

・遊びを通じて社会性を育んでいきます。

・利用者一人一人の個性と特徴を尊重しながら生きたコミュニケーションにつながるよう支援していきます。

・遊びを通じて社会性を育くみ、安心できる交流の場所としての空間にする。

・日々の活動の中で対人関係の基本的なマナーを身につける。

・遊びを通じて社会性を育みます。

支援方針
利用者の日常生活における基本的な生活習慣の習得や放課後・学校休業日における余暇活動の支援を目的とし、利用者の身体的及び精神的な面に配慮しながら自立に向けた適切な介助・支援

を行う。

営業時間 送迎実施の有無

支　　援　　内　　容

法人（事業所）理念
障害のある人も障害のない人も地域社会の中で同じような生活、同じような活動をしていくというノーマライゼーションの理念のもとに障害のある人も社会の一員として個性ある、自分らしい、当たり前の生

活ができるよう支援していきます。ご家族にとっても力強い支援者でありたい。

事業所名 りとるミントの家 作成日支援プログラム

1 / 1 ページ


